
数学科学習指導案（略案） 

平 成 2 8 年 1 1 月 1 8 日 （ 金 ） ２ 校 時 

高等部Ｄグループ 男子５人 女子４人 計９人 

場 所 高 等 部 ３ 年 教 室 

指 導 者  佐 藤 誠 ( C T )  東 屋 敷 卓 ( S T ) 

 

１ 題材  「いろいろな計算」 

 

２ 本時の実際（６／11） 

 (1) 全体目標 

   物差しを使って立ち幅跳びで跳んだ距離を測り，小数を使ってｍ単位で表すことができる。 

 

 (2) 個人目標 

生徒 個人目標 
Ａ 

（１年，男） 
 長さに適した測定用具を使って布テープの長さを測り，1/10の位までのｍ単位で表すことが
できる。 

Ｂ 
（１年，女） 

 物差しを使って布テープの長さを測り，位取り表に各位の数を整理して，1/100 の位までの
ｍ単位で表すことができる。 

Ｃ 
（１年，女） 

 10 ㎝単位の手作り物差しを布テープに当てて目盛の数を数えることで，1/10 の位までのｍ
単位で布テープの長さを表すことができる。 

Ｄ 
（２年，男） 

 １ｍ物差しを布テープに当てて 10 ㎝毎に付いた目盛の数を数えることで，1/10の位までの
ｍ単位で布テープの長さを表すことができる。 

Ｅ 
（２年，男） 

 １ｍ物差しと 10 ㎝単位の手作り物差しを布テープに当てて目盛の数を数えることで，1/10
の位までのｍ単位で布テープの長さを表すことができる。 

Ｆ 
（２年，女） 

 物差しを使って布テープの長さを測り，位取り表に各位の数を整理して，1/10の位までのｍ
単位で表すことができる。 

Ｇ 
（２年，女） 

 長さに適した測定用具を使って布テープの長さを測り，小数を使って1/100の位までのｍ単
位で表すことができる。 

Ｈ 
（３年，男） 

 １ｍ物差しで布テープの長さを測り，1/10の位までのｍ単位で表すことができる。 

Ｉ 
（３年，男） 

 10 ㎝単位の手作り物差しで布テープの長さを測り，1/10 の位までのｍ単位で表すことがで
きる。 

 

 (3) 指導及び支援に当たって 

   前時までに生徒たちは，分母，分子が１位数の真分数で表す活動を通して，等分してできる部分の大きさや端

数部分の大きさを表したり，単位分数の幾つ分かで大きさを表したりすることができるようになってきた。また，

１Ｌ升を使って１Ｌより小さいはしたの水のかさを小数を使ってＬ単位で表すことができるようになってきた。 

   そこで本時では，自分たちの立ち幅跳びの測定値をｍ単位で表す活動を通して，小数の意味や表し方の理

解を深められるようにする。また，小数を用いて小さな位までの数で表すことで，より正確に長さを測定で

きることに気付くことができるようにしたい。具体的には次のような指導及び支援を行う。 

  ＜導入＞ 

  ・ Ｃ，Ｉは，１Ｌ升に入っているはしたの水のかさを表す方法を説明する課題を設定し，前時の学習の振

り返りができるようにするとともに，本時でも，１単位数量を 10等分して測定する活動を行うことを確認

できるようにする。基，思・判，表 

  ＜展開＞ 

  ・ Ｂ，Ｆは，各位の数字をワークシートに整理しながら測定値を読み取ることができるようにすることで，

正しく位取りをすることや，各位の関係を捉えることができるようにする。基，思・判 

  ・ Ｄ，Ｅは10㎝毎に目盛が記された物差しを使って，目盛の数を数えてはしたの長さを求めることができ

るようにすることで，一の位と 1/10の位の位取りが正しくできるようにする。基，思・判 

  ・ Ａ，Ｇのペア学習においては，活動が滞っているときには STがお互いの考えを整理して伝えることで，

Ｇが落ち着いてＡと関わったり，協働して活動に取り組んだりすることができるように支援する。表，関  

  ＜終末＞ 

  ・ Ｉは，0.1 が１を何等分したものの１つかを，布テープや物差しを使って確認することで，十進位取り

や小数の表し方を振り返ることができるようにする。  



(4) 実際 

過程 主な学習活動 指導及び支援上の留意点 資料・準備 

導入 

（10分） 

１ 始めの挨拶をする。  

 

２ 前時の学習内容を確認する。 

(1) １Ｌ升を使って，はしたの水のか

さを測る。 

ア １Ｌ升を10等分する。 

イ 小数を使って，Ｌでかさを表す。 

(2) 前時で小数について学んだこと

と，整数との違いを確認する。 

３ 本時の学習内容を確認する。 

 

 

・ 姿勢を正して挨拶することで，学習の

始まりを意識できるようにする。 

・ １Ｌ升に入ったはしたの水を見て，前

時の学習では，升を何等分したか確認す

る。Ｃ，Ｉは，答えが分からないときは，

前時のワークシートを使って確認でき

るようにする。 

・ 各位の名称や，0.1 を 10 倍したら１

になることを確認する。 

・ 本時では，生徒が立ち幅跳びで跳んだ

距離を，小数を使ってｍ単位で表す学習

をすることを伝えることで，学習の見通

しをもつことができるようにする。 

 

 

 

・ 前時のワークシー

ト 

・ ホワイトボード 

・ １Ｌ升 

・ タブレット端末 

・ テレビ 

展開 

（35分） 

４ 自分たちが立ち幅跳びで跳んだ距

離を測り，誰が一番遠く跳んだかを考

える。 

(1) 誰が一番遠く跳んだか考える。 

  ア 長さを表した布テープが，１ｍ

の棒のおよそいくつ分かを求め

る。 

 イ 布テープの見掛けの長さは違

うが，整数で表した長さが同じと

きに，どのようにしたら良いかを

考える。 

(2) 物差しを使って布テープの長さ

を測り，小数を使ってｍ単位で表

す。 

 ア 予想した長さやテープの長さ

に合った測定用具を選ぶ。 

 イ 自分たちで選んだ測定用具で

長さを測り，ｍ単位で表す。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 誰が一番遠く跳んだかを求める。 

・ 物差しを使って測った長さを

比較して，一番遠く跳んだ友達

を求める。 

(4) １グループに着目し，どのように

小数を使ってｍ単位で表したかを，

全員で確認する。 

・ CT は，分からなくなったときは，必

勝ブックと前時のワークシートに手掛

かりがあることを伝えることで，生徒が

前時の学習を振り返りながら主体的に

取り組むことができるようにする。 

 

 

・ 前時の学習で，はしたの水のかさを正

確に量るために，小数を使って表したこ

とを想起できるような言葉掛けをする。 

 

・ 測定する長さに合った測定用具を選ぶ

ことが難しい生徒は，前題材「測定しよ

う」のワークシートを手掛かりにするこ

とで，正しく用具を選ぶことができるよ

うにする。 

・ CT は，Ｄ，Ｅを，ST はＢ，Ｆを中心

に支援することで，位取り表のワーク

シートを使って，各位の数字を整理でき

るようにする。 

・ Ｃ，Ｉは，0.1ｍが１ｍの10等分であ

ることを意識しやすいように，10 ㎝毎

に目盛の付いた物差しを使うようにす

る。目盛を数えることが難しい生徒にも

同様の支援を行うようにする。 

・ 小数の減法は後日取り扱うため，本時

では，「どれだけ遠く跳んだか。」といっ

た差を求める課題は取り扱わず，測定値

のみで比較する。 

・ Ｂ，Ｆを中心に発問をすることで，自

分たちの言葉で，小数の表し方の手順を

確認できるようにする。 

 

・ 必勝ブック 

 

 

・ 布テープ 

・ 30cm物差し 

・ １ｍ物差し 

・ 巻尺 

・ 手作り物差し 

・ 位取り表のワーク

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ミニホワイトボー

ド 

 

 

・ 掲示用数直線 

終末 

（５分） 

５ 本時の学習を振り返る。 

 

 

６ 次回の予告を聞く。 

   

 

 

７ 終わりの挨拶をする。 

・ 整数で表したときより，小数で長さを

表した方が，正確に長さを測定できるこ

とを確認する。 

・ 次時は，小数で長さが表された図を読

み取る学習をすることを伝えることで，

学習への見通しをもつことができるよ

うにする。 

・ 姿勢を正して挨拶することで，学習の

終わりを意識できるようにする。 

・ ワークシート 

・ 必勝ブック 

誰が一番遠く跳んだか調べよう。 



 

(5) 場の設定 

導入時，終末時                     展開時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6) 評価 

  ア 全体目標 

    物差しを使って立ち幅跳びで跳んだ距離を測り，小数を使ってｍ単位で表すことができたか。 

 

  イ 個人目標 

生徒 個人目標 
Ａ 

（１年，男） 
 長さに適した測定用具を使って布テープの長さを測り，1/10の位までのｍ単位で表すことが
できたか。 

Ｂ 
（１年，女） 

 物差しを使って布テープの長さを測り，位取り表に各位の数を整理して，1/100 の位までの
ｍ単位で表すことができたか。 

Ｃ 
（１年，女） 

 10 ㎝単位の手作り物差しを布テープに当てて目盛の数を数えることで，1/10 の位までのｍ
単位で布テープの長さを表すことができたか。 

Ｄ 
（２年，男） 

 １ｍ物差しを布テープに当てて 10 ㎝毎に付いた目盛の数を数えることで，1/10の位までの
ｍ単位で布テープの長さを表すことができたか。 

Ｅ 
（２年，男） 

 １ｍ物差しと 10 ㎝単位の手作り物差しを布テープに当てて目盛の数を数えることで，1/10
の位までのｍ単位で布テープの長さを表すことができたか。 

Ｆ 
（２年，女） 

 物差しを使って布テープの長さを測り，位取り表に各位の数を整理して，1/10の位までのｍ
単位で表すことができたか。 

Ｇ 
（２年，女） 

 長さに適した測定用具を使って布テープの長さを測り，小数を使って1/100の位までのｍ単
位で表すことができたか。 

Ｈ 
（３年，男） 

 １ｍ物差しで布テープの長さを測り，1/10の位までのｍ単位で表すことができたか。 

Ｉ 
（３年，男） 

 10 ㎝単位の手作り物差しで布テープの長さを測り，1/10 の位までのｍ単位で表すことがで
きたか。 

 

 


